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深町　幸子  議員

深
町　

旧
川
辺
町
勝
目
小
学

校
跡
地
に
平
成
22
年
４
月
の

開
所
に
向
け
て
（
仮
称
）
勝

目
保
育
所
の
建
設
が
始
ま
っ

て
い
る
。

　

関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
市
民

の
方
々
も
長
い
間
待
ち
望
ん

で
お
り
大
変
期
待
し
て
い

る
。
保
育
所
の
名
称
を
公
募

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

乳
幼
児
を
預
か
る
保

育
施
設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い東　　兼喜  議員

東　

事
業
目
的
と
事
業
費
の

概
要
を
示
せ
。

市
長　

地
域
住
民
の
活
動
及

び
交
流
の
促
進
を
図
る
た

め
、
池
の
護
岸
工
、
遊
歩
道
、

駐
車
場
、
多
目
的
広
場
、
東

屋
１
棟
を
整
備
す
る
。
総
事

業
費
は
、
４
３
６
２
万
７
千

名
称
を
募
集
す
る
。

　

応
募
期
間
は
９
月
28
日
か

ら
11
月
26
日
ま
で
で
、要
項
、

用
紙
を
９
月
の
市
報
で
配
布

す
る
。

避
難
支
援
対
策
の
　
　

　
　
　
進
捗
状
況
は

市
長
／
登
録
者
台
帳
の
整

　
　
　

備
を
進
め
る

深
町　

総
務
省
は
、
災
害
時

要
援
護
者
の
避
難
支
援
対
策

と
し
て
、
平
成
21
年
度
ま
で

を
め
ど
に
、
市
町
村
に
お
い

て
避
難
支
援
の
取
組
方
針
な

ど
を
策
定
す
る
よ
う
促
進
し

て
い
る
。
近
隣
市
で
は
、
平

成
21
年
３
月
31
日
現
在
、
枕

崎
市
、
指
宿
市
、
南
さ
つ
ま

市
が
策
定
済
み
で
あ
る
。
本

市
は
策
定
中
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

市
長　

登
録
者
台
帳
に
つ
い

て
は
、
10
月
中
に
登
録
申
請

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

11
月
中
に
完
了
予
定
で
あ

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
総
合
防
災
訓
練
の
内
容

な
ど
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市
長
／
市
民
か
ら
募
集
す
る

勝
目
保
育
所
の
名
称
は

塗
木
公
園
整
備
の
目
的
は

市
長
／
地
域
内
の
交
流
や
憩
い
の
場
と
し

　
　
　

て
活
用
す
る

建設中の（仮称）勝目保育所
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竹迫　　毅  議員

竹
迫　

農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

そ
う
い
う
中
で
生
産
基
盤
の

整
備
は
急
務
と
思
う
。
中
で

も
農
道
整
備
は
重
要
で
あ

る
。

　

今
後
の
農
道
整
備
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

市
長　

農
業
振
興
を
図
る
上

で
生
産
基
盤
の
整
備
は
重
要

で
あ
り
、
今
後
の
農
道
整
備

は
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

竹
迫　

経
済
危
機
対
策
事
業

で
、
空
港
道
路
と
塩
屋
地
区

農
地
開
発
幹
線
道
路
は
、
法

面
の
張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

２
６
０
０
万
円
で
整
備
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
仮

に
農
道
舗
装
を
し
た
場
合
、

ど
の
程
度
整
備
で
き
る
か
。

耕
地
課
長　

幅
員
４
メ
ー
ト

ル
で
一
般
的
に
は
６
５
０

メ
ー
ト
ル
、
防
塵
舗
装
で
は

２
６
０
０
メ
ー
ト
ル
整
備
で

き
る
。

竹
迫　

草
払
い
を
年
間
50
万

円
で
計
算
す
る
と
２
６
０
０

万
円
で
50
年
以
上
実
施
で
き

る
。張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、

生
コ
ン
、
建
設
業
者
は
喜
ぶ

と
思
う
が
、
法
面
は
草
払
い

で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

法
面
は
草
払
い
を
し

て
自
然
に
管
理
す
る
の
が
一

番
と
思
う
。
自
然
な
形
で
機

能
が
保
て
る
よ
う
内
部
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

円
で
あ
る
。

東　

周
辺
の
生
態
系
や
水
質

調
査
結
果
を
示
せ
。

市
長　

本
格
的
な
調
査
は
、

実
施
し
て
い
な
い
が
、
生
態

系
に
配
慮
し
た
計
画
で
あ

る
。

東　

完
成
後
の
活
用
や
、
維

持
管
理
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

塗
木
な
の
花
ま
つ
り

と
同
様
に
、
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
活
動
や
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
し
、
維
持
管
理
は

塗
木
自
治
会
に
お
願
い
す
る

予
定
で
あ
る
。

市
道
用
地
取
得
を
図
れ

市
長
／
事
情
に
応
じ
た
対

　
　
　

応
を
検
討
す
る

東　

用
地
交
渉
の
難
航
な
ど

に
よ
り
、
市
道
に
危
険
箇
所

が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

今
後
の
対
処
方
法
を
示

せ
。

市
長　

協
力
が
得
ら
れ
ず
未

整
備
の
ま
ま
で
あ
る
。
事
情

に
応
じ
た
対
応
を
検
討
し
、

地
権
者
の
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
。

南九州議会だより　第8号　一般質問

農道整備の方策を示せ！

市長／環境に配慮した整備を図る

塗木農村公園の完成予定図

雑草が繁茂している空港道路
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今吉　賢二  議員

今
吉　

総
合
計
画
に
、
マ
リ

ン
ゾ
ー
ン
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
が
、
実
施
し
た
事
業

な
ど
と
効
果
を
問
う
。

市
長　

本
市
の
マ
リ
ン
ゾ
ー

ン
は
、
海
に
面
し
た
海
岸
部

で
あ
り
風
光
明
媚
な
景
観
を

有
し
、
訪
れ
る
人
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
る
。
漁
業
の
振

興
で
は
、
漁
獲
資
源
の
確
保

に
向
け
た
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ

の
稚
魚
の
放
流
、
イ
カ
柴
投

入
事
業
な
ど
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
本
年
度
は
、
大
川

漁
港
の
浚
渫
工
事
も
計
画
し

て
い
る
。

今
吉　

頴
娃
地
域
は
番
所
鼻

公
園
、
地
引
き
網
も
で
き
る

砂
浜
、
瀨
平
公
園
な
ど
、
景

観
の
す
ば
ら
し
い
所
が
あ

る
。瀨
平
公
園
に
つ
い
て
は
、

森田　隆志  議員

森
田　

川
辺
火
葬
場
は
、
老

朽
化
が
進
み
施
設
の
補
修
や

改
築
な
ど
検
討
す
る
時
期
に

き
て
い
る
。
今
後
、
既
存
施

設
の
改
築
か
南
薩
地
区
衛
生

管
理
組
合
へ
施
設
使
用
を
お

願
い
す
る
か
、
事
業
の
方
向

性
を
示
す
必
要
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え

か
。

市
長　

川
辺
火
葬
場
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
南
薩
地
区
衛

観
光
バ
ス
用
の
駐
車
場
、
農

産
物
な
ど
販
売
す
る
施
設
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

総
合
計
画
が
本
年
度

か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
着
手
は
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
今
後
、
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
整
備
を
進
め

よ
う
と
考
え
て
い
る
。

生
管
理
組
合
へ
加
入
し
て
い

る
。

　

築
32
年
が
経
過
し
て
お
り

老
朽
化
が
著
し
く
、
火
葬
炉

は
４
、
５
年
で
使
用
で
き
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、

可
能
な
限
り
延
命
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

森
田　

将
来
は
、
南
薩
地
区

衛
生
管
理
組
合
で
事
業
が
行

わ
れ
る
か
。

市
長　

市
の
火
葬
場
が
、
頴

娃
に
あ
る
の
で
そ
こ
を
利
用

し
た
い
。

森
田　

そ
れ
は
、
衛
生
管
理

組
合
を
脱
退
す
る
こ
と
で
あ

生
活
交
通
バ
ス
を
　
　

　
　
　
　
　
無
料
に

市
長
／
全
体
的
に
検
討
す
る

今
吉　

65
歳
以
上
の
生
活
交

通
バ
ス
利
用
者
に
つ
い
て

は
、
無
料
と
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

今
、
試
行
期
間
で
あ

り
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
聞
き

な
が
ら
全
体
的
に
検
討
し
て

い
く
。

り
、
行
政
改
革
に
逆
行
す
る

こ
と
に
な
る
。
頴
娃
の
施
設

を
含
め
た
管
理
組
合
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。

　

川
辺
火
葬
場
は
組
合
に
加

入
し
て
お
り
、
地
区
民
が
納

得
す
る
よ
う
十
分
議
論
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

市
長　

大
事
な
こ
と
で
あ
る

の
で
、
慎
重
に
い
ろ
い
ろ
な

人
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
住
宅
政
策

川辺火葬場事業の
方向性を示せ
市長／広く意見を聞きながら
　　　取り組む

市
長
／
関
係
者
と
協
議
し
整
備
を
進
め
る

マ
リ
ン
ゾ
ー
ン
の
振
興
策
は

大野岳からマリーンゾーンを望む

老朽化が著しい川辺火葬場
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蔵元　慎一  議員

蔵
元　

国
で
は
昨
年
、
農
商

工
等
連
携
促
進
法
を
施
行

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

支
援
策
を
示
し
て
い
る
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

考
え
か
。

市
長　

農
業
は
農
産
物
な
ど

の
価
格
低
迷
、
生
産
資
材
の

高
騰
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境

で
あ
る
が
、
農
商
工
の
三
者

が
、
お
互
い
の
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
て
連
携
す
る
こ

菊永　忠行  議員

菊
永　

市
道
の
草
払
い
、
軽

微
な
舗
装
補
修
、
側
溝
清
掃

な
ど
の
維
持
管
理
を
市
職

員
、
臨
時
職
員
合
わ
せ
て
35

人
で
行
っ
て
い
る
が
、
維
持

管
理
は
十
分
と
考
え
る
か
。

ま
た
、
作
業
中
の
事
故
防
止

策
を
示
せ
。

市
長　

21
年
度
か
ら
は
、
草

払
い
を
中
心
に
、
軽
微
な
舗

装
補
修
、
側
溝
清
掃
な
ど
の

維
持
管
理
を
市
道
延
長
を
踏

ま
え
て
35
人
の
作
業
員
を
配

置
し
た
が
、
地
域
の
要
望
に

必
ず
し
も
応
え
切
れ
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
効
率
的

な
維
持
管
理
の
方
策
・
体
制

に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

　

事
故
防
止
策
と
し
て
、
作

業
中
看
板
の
適
正
箇
所
へ
の

配
置
や
ス
コ
ッ
チ
コ
ー
ン
に

よ
る
作
業
範
囲
の
囲
い
込
み

な
ど
事
故
防
止
に
対
す
る
意

識
の
喚
起
と
、
班
長
に
よ
る

と
は
非
常
に
難
し
い
。
今
後

は
、
農
商
工
連
携
の
制
度
に

つ
い
て
広
く
周
知
し
、
有
利

な
補
助
制
度
や
融
資
制
度
を

活
用
で
き
る
よ
う
、
市
も
側

面
か
ら
支
援
し
、
地
域
の
活

性
化
に
努
め
る
。

産
学
官
連
携
で
ソ
フ
ト

的
分
野
の
高
揚
を

市
長
／
関
係
機
関
と
連
携

　
　
　

し
、
進
め
て
い
く

蔵
元　

市
の
基
幹
作
物
で
あ

る
お
茶
が
低
迷
し
て
い
る

監
視
体
制
を
強
化
し
、
防
護

ネ
ッ
ト
を
併
用
し
て
作
業
を

行
う
。

　

ま
た
、
交
通
量
の
多
い
国

道
、
県
道
、
市
道
に
つ
い
て

は
、
通
行
車
や
作
業
員
の
安

全
に
配
慮
し
、
専
門
の
交
通

警
備
員
を
配
置
し
て
い
く
。

　

農
道
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
維
持
管
理
方
法
を
統
一

が
、今
後
、品
質
管
理
、流
通
、

高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
な

ど
専
門
的
研
究
が
重
要
と
考

え
る
。
産
学
官
連
携
を
推
進

し
、
ソ
フ
ト
的
分
野
を
高
め

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

学
術
的
に
は
、
お
茶

の
効
能
な
ど
研
究
が
進
ん
で

い
る
が
、
生
産
現
場
で
活
か

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
産

学
官
連
携
を
進
め
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
農
家

所
得
の
向
上
に
努
め
た
い
。

し
、
基
本
的
に
受
益
者
に
お

願
い
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
必
要
な
砂
利

や
生
コ
ン
な
ど
の
原
材
料
に

つ
い
て
は
、
市
が
支
給
し
て

い
る
。

　

受
益
者
で
で
き
な
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
市
が
事
業
委

託
や
市
単
独
工
事
な
ど
で
対

応
し
て
い
く
。

農商工連携への
取り組みは
市長／側面から支援し、
　　　地域活性化に努める

市
道
・
農
道
の
維
持
管
理

対
策
を
示
せ

市
長
／
効
率
的
な
方
策
・
体
制
を
検
討
す
る

産学官連携が求められている茶産業

市道の草払いを行う作業員




